
令和5年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。 ２：

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期に1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期に１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。
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　英語科の教員同士が、少人数指導を実施
する上で毎時間こまめに打ち合わせを行いっ
ている。ＡＬＴが来校するときはより細かく行っ
ていることもあり、学校評価アンケート「英語
の授業では、ＡＬＴの先生との授業でコミュニ
ケーションを図れたか」に対して、８７％の生
徒がそう思うと答えた。
　理科指導専門員による授業観察及び指導・
助言を定期的にしてもらい教員の指導力を向
上させてきた。夏休みの課題として自由研究
を課し、ものづくりも含め、そこからレポートに
まとめる活動を通して論理的、科学的な思考
力の育成に努めた。
　ＩＣＴ機器の活用に関しての教員の意識は
年々高まってきており、教員アンケートでは１
００％の教員が活用した授業を実施してい
る。定期的に訪問するＩＣＴ支援員へ授業につ
いて質問する教員数も増加している。
　人権教育については、休み時間も含めて教
員が常に生徒の近くに寄り添いやさしく接し
ている。いじめ等の問題の早期発見に努め
るとともに、「いつも見守ってくれている」とい
う安心感からも穏やかな生徒の育成につな
がっている。
　規模は縮小したものの運動会を実施した
り、生徒会の企画で各学年でレク（運動）を実
施したり、部活動や休み時間など、幅広く体
を動かす機会を意図的に設けている。

Ａ 6

・毎日通勤で学校を通りますが、生徒さんと先生方の楽しそうな声
が聞こえて、とても嬉しく元気をもらいます。ありがとうございます。

・外国語教育やレポート作成、思考力の育成はその先の学びにも
大変重要かつ大切だと思うので、ご指導とても有り難く思います。

・人権教育、寄り添いは心に大きく響くので、安心感を感じている
蒲中生はとても幸せですね。

・いつも見守ってくださりありがとうございます。

・改善策からは先生方が生徒の近くに寄り添い、やさしく接してい
る様子が強く感じられた。

・タブレットを活用した授業や課題が今後増えることを期待します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

2

Ｂ 5

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

１：

Ｄ
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コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

3

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

3

3

3

　授業公開日における保護者の感想か
らは「落ち着いた雰囲気」、「ＩＣＴ機器を
積極的に活用」、「熱心」、「親しみやす
い」など、高い評価をいただいた一方、
課題を指摘される面もあったため、授業
改善に生かしていきたい。
　本校は若い教員が多いが、研修会等
に意欲的に参加している。教員アン
ケート「各種研修の成果を自身に生か
すことができた」では８３％、「特別支援
教育に関することを自身の指導に生か
せた」では８３％がそう思うと回答した。
　登校支援コーディネーターを中心に、
学期の初めと終わりに２回（年間計６
回）、不登校対策委員会を開いた。不登
校傾向にある生徒も含め、生徒の情報
共有および学校としての対応について
協議を重ねた。専門家を交えて開催し
たこともあった。
　教員の学習指導力の向上を図る目的
で、指導教諭による模範授業の参観も
しているが、校内に持ち帰りＯＪＴを計画
的に実践できなかったことが課題であ
る。

３：

２：

１：

2

2

3

3

3

4

１：

１：

３：

２：
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　生徒・保護者アンケートより、
「学校の様子が家庭に伝わっ
ている」、「地域力を生かした活
動をしている」等、家庭や地域
との連携に関する項目におい
て肯定的に回答した割合が８
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「学校の様子が家庭に伝わっ
ている」、「地域力を生かした活
動をしている」等、家庭や地域
との連携に関する項目におい
て肯定的に回答した割合が７
０％以上

・いじめ問題等、生活指導の先生を中心に積極的に取り組んでく
ださっているのが分かります。保身のために隠蔽したりするニュー
スを見かけますが、心が痛くなります。蒲中の先生方は信頼でき
ます。ありがとうございます。
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4

4

4

3

3

3
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　特別の教科道徳の授業では、ＩＣＴ機
器を積極的に活用して生徒の意見を全
体に共有させたり、話し合い活動を活発
にするためにグループ編成を毎回変更
したり、討論形式を取り入れたりと各学
級で工夫している。学校評価アンケート
「道徳の授業は充実していて楽しいと思
うか」に対して８５％の生徒が肯定的な
回答をした。
　休み時間は全教員が生徒の近くで様
子を見守り、安心して学校生活が送れ
るように取り組んでいる。いじめの未然
防止・早期発見に努めるとともに、生徒
との信頼関係を築いている。生徒による
学校評価アンケート「学校生活は楽しい
か」の項目は９２％、「いじめや暴力のな
い学校づくりに取り組んでいると思うか」
の項目は９６％が肯定的な回答をした。
　新型コロナウィルス感染症対策のた
め、黙食など学校生活において制限が
多く、ストレスを抱える生徒も少なくない
が、今年度は行事が復活してきたことも
あり、達成感を味わわせることもでき
た。自己肯定感や自己有用感にもつな
げていきたい。
　hyper-QUに関する研修を毎年行って
いるため、「heper-QUを活用し、生徒指
導に生かした」教員の割合は８２％とな
り、昨年度と比べ２６ポイント上昇した。
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B

部活動の活性化を図り、生徒の体力向上・健
全育成に努める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

・大田区内でＡ、Ｂ、Ｃ程度で構わないので学力の順位が分かると
評価しやすいです。

・先生方が生徒に寄り添うとともに、生徒側からも先生を信頼して
近づく相互の関係を築いていけると良い。

・学級委員が率先して自習室を設けるなどの意欲的活動が見られ
て、向上していると考えます。

・子どもの様子からも生徒と先生が良好な関係であると感じること
が多々あります。信頼しているからこそ言葉を真剣に聞くことがで
き、それが学力向上につながっていくのではと思います。

　確かな学力の定着を図ることは、本校にお
いても最重要課題である。生徒による学校評
価アンケートでの肯定的な回答の割合は、
「先生は勉強についての質問や疑問につい
て丁寧に対応している」９８％、「授業は考え
方や教材の工夫がされている」９５％、「授業
は分かりやすく丁寧だ」９４％と非常に高い結
果となった。日々の教員の努力の成果と考え
られるが、実際に「学力が向上している」の回
答は生徒が８０％、教員が８９％とやや低い。
今後もいっそう努力していくことが課題と言え
る。学びの保証という視点でオンライン授業
を引き続き実施したり、年１４０回の土曜日・
放課後の補習教室をより効果的に実施した
り、日々の教材研究など授業改善にいっそう
力を入れたりと、あらゆる取組を通して生徒
の学力向上・定着を図っていきたい。
　主体的・対話的で深い学びの視点による授
業改善については、学校評価アンケート「授
業の中で自分の考えを発表したり、友達との
間で話し合ったりする活動」を９７％の生徒が
肯定的な回答をした。今後も引き続き、教員
に意識させながら授業にのぞむことが求めら
れる。

・道徳の授業は一般公開で大人も参加してみたいです。年代に
よって常識やルールもずいぶん変わってきており、我々の方が勉
強することが多いのかもしれません。

・メンタル面やいじめ等はアンケートではなかなかわかりづらいと
ころがあると思います。各家庭等での日頃の気付きが大切になっ
てくるので、「見守り」大事ですね。

・先生方が生徒一人一人に向き合い、細かいサインを見逃さない
ように注意を払ってくれていることがよくわかります。メンタルヘル
スケアは家庭でも大切なことで、学校とともに子どもたちの育成に
力を入れることの大切さを感じています。

・いじめがあったというお話を聞きましたが、今まで周りでもそのよ
うなことを聞かなかったのでショックでした。ただ、多くの生徒は先
生と友達を信頼できていると思うので、目標は達成できたのでは
と思います。

・先生方の働き方改革としても、生徒、保護者の要望をかなえるた
めにも、部活動の地域移行、外部委託を進めてほしいです。

・給食が美味しいのは何よりです。

・部活動問題は課題がありますが、子どもたちが与えられた環境
の中でやれることを一生懸命にやれたらいいと思います。

・コロナ禍で行事制限が多かったのが残念です。来年度は大会等
も大々的に開催されれば、子どもたちのやる気につながっていく
のではと思います。

3

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

hyper-QUを実施し、学校生活における生徒の
個々の意欲や満足感等の分析結果を指導に
生かす。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

2

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

3

Ａ

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

2
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学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

「主体的・対話的で深い学び」の視点による授
業改善に努める。

　生徒・保護者アンケートより、
「学校生活が充実している」、
「学校の雰囲気」等、生活に関
する項目において肯定的に回
答した割合が６０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「学校生活が充実している」、
「学校の雰囲気」等、生活に関
する項目において肯定的に回
答した割合が６０％未満

４：

　生徒・保護者アンケートより、
「ＩＣＴを活用した授業を行って
いる」、「コミュニケーション能
力を育成している」等の項目に
おいて肯定的に回答した割合
が６０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「ＩＣＴを活用した授業を行って
いる」、「コミュニケーション能
力を育成している」等の項目に
おいて肯定的に回答した割合
が６０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
「授業は分かりやすい」、「学力
や学習意欲を向上させた」等、
学習に関する項目において肯
定的に回答した割合が８０％
以上

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ｃ

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

Ａ

４：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　保護者による学校評価アンケート「学
校はＨＰで積極的に情報を発信した」の
項目では８９％が肯定的な回答をした。
　新型コロナウィルス感染症対策とし
て、学校生活でも引き続き制限はある
が、地域の行事やボランティア活動も中
止となり、生徒が活躍する場面は今年
度も多くはなかった。生徒による学校評
価アンケートにおいても、「地域活動や
ボランティア活動に積極的に参加してい
るか」の項目に、５０％がそう思わないと
回答した。
　一方、学校支援地域本部（蒲中応援
団）と連携し、今年度全校生徒対象の
地域防災訓練や、３年生対象の救命講
習を実施したことは大きな成果であっ
た。学校支援地域本部や本校ＰＴＡと連
携して地域力を生かしながら次年度以
降も活動していきたい。

・学校に実際に行ってみると、先生方のご苦労が本当に分かりま
す。雑用でも何でも、気軽に声をかけていただきたいです。生徒さ
ん→先生、先生→地域へのＳＯＳを出してもらえたら。

・ボランティア活動は今後増えるといいですね。楽しさはもちろん、
大きな学びの場でもありますから。

・今年度もコロナの影響が大きく、ボランティア活動の参加が難し
かったことが評価に響いたと思います。来年度は活発化されるこ
とを願います。

４：

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

「蒲田東地区自治会連合会」や「青少対蒲田
東地区委員会」等と連携し、生徒の地域行事
へのボランティア活動参加を推進する。

1

6

5

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と

も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

3

3

5

令和４年度　大田区立蒲田中学校　自己評価　報告書

目標に対する成果指標
取組
評価

2

3

　生徒・保護者アンケートより、
「授業は分かりやすい」、「学力
や学習意欲を向上させた」等、
学習に関する項目において肯
定的に回答した割合が７０％
以上

　生徒・保護者アンケートより、
「授業は分かりやすい」、「学力
や学習意欲を向上させた」等、
学習に関する項目において肯
定的に回答した割合が６０％
以上

0

0

・学校規模　　生徒数224名（全７学級、１学年62名、２学年88名、３学年74名）、日本語学級併設
＜目指す学校像＞　・これからの社会を担う生徒に、やり抜く力を育み、生徒・保護者・地域から信頼される学校
＜目指す生徒像＞　・目標に向かって努力を続け、失敗を恐れず前向きに取り組み、成し遂げる力をもった生徒　・よりよい社会人になるために社会に貢献できる生徒の育成
◇令和４年度重点課題　【主体的に考え活動する生徒の育成】　〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善　　〇 ＩＣＴ機器を活用した授業実践　　〇 生徒会と共に学校ルールの見直しやボランティア活動の活性化
・特色ある教育活動
　◇地域と連携したボランティア活動の推進◇学校ホームページ内の動画配信等による充実したオンライン学習教材　　◇放課後、土曜、試験前の補習教室（数学・英語）

３：

２：

学校関係者記入欄

6

0

3

7

Ｄ

0

３：

２：

１：

B

　食育に関しては、保健だよりや献立表
だけでなく、栄養士が毎日各教室を回
り、生徒とコミュニケーションを図り、食
事の大切さについて働きかけをしてい
る。その成果として、学校評価アンケー
ト「本校の給食は工夫されて美味しい
か」の項目に９８％の生徒、９７％の保
護者が肯定的な回答をしている。
　学校だより、保健だより、給食だより等
での啓発を通して、「早寝・早起き・朝ご
はん」の生徒の意識を高め、アンケート
では昨年度を上回り７２％の生徒が肯
定的な回答をした。
　生徒や保護者から「部活動を増やして
ほしい」という要望もあるが、現在の生
徒数および教員数を考えると部活動を
新設するのは厳しい状況である。

Ａ

0

0

5

Ｂ 6

Ｃ

Ｄ

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

0

４：

３：

　生徒・保護者アンケートより、
「学校の様子が家庭に伝わっ
ている」、「地域力を生かした活
動をしている」等、家庭や地域
との連携に関する項目におい
て肯定的に回答した割合が６
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「学校の様子が家庭に伝わっ
ている」、「地域力を生かした活
動をしている」等、家庭や地域
との連携に関する項目におい
て肯定的に回答した割合が６
０％未満

４：

　生徒・保護者アンケートより、
「ＩＣＴを活用した授業を行って
いる」、「コミュニケーション能
力を育成している」等の項目に
おいて肯定的に回答した割合
が７０％以上

３：

２：

１：

４：

　生徒・保護者アンケートより、
「ＩＣＴを活用した授業を行って
いる」、「コミュニケーション能
力を育成している」等の項目に
おいて肯定的に回答した割合
が８０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「学校生活が充実している」、
「学校の雰囲気」等、生活に関
する項目において肯定的に回
答した割合が８０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の健
康や体力向上に関する項目にお
いて肯定的に回答した割合が８
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の健
康や体力向上に関する項目にお
いて肯定的に回答した割合が７
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「学校生活が充実している」、
「学校の雰囲気」等、生活に関
する項目において肯定的に回
答した割合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「教員は授業改善に努めてい
る」など、教育環境や学習に関
する項目において肯定的に回
答した割合が６０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
「授業は分かりやすい」、「学力
や学習意欲を向上させた」等、
学習に関する項目において肯
定的に回答した割合が６０％
未満

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の健
康や体力向上に関する項目にお
いて肯定的に回答した割合が６
０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「体力が向上した」、「健康的な
生活を送っている」等、心身の健
康や体力向上に関する項目にお
いて肯定的に回答した割合が６
０％未満

　生徒・保護者アンケートより、
「教員は授業改善に努めてい
る」など、教育環境や学習に関
する項目において肯定的に回
答した割合が８０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「教員は授業改善に努めてい
る」など、教育環境や学習に関
する項目において肯定的に回
答した割合が７０％以上

　生徒・保護者アンケートより、
「教員は授業改善に努めてい
る」など、教育環境や学習に関
する項目において肯定的に回
答した割合が６０％以上


